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【目標達成計画】

1 26

モニタリングについて
は短期目標に挙げられ
た項目全体について実

施する。

３か月ごとのカンファレ
ンスだけでなく、職員全
員が利用者のモニタリン
グを月１回行う。職員参
画の下、計画に基づいた
サービスの実施状況がモ
ニタリングの根拠となる
よう記録を取る。

６ヵ月

2 35
地域住民の方々と合同
の避難・誘導訓練を行

う。

運営推進会議の機会を活
かし、出席者の方々へも
避難・誘導訓練への参加
を呼び掛ける。地域の
方々へも災害対策のセミ
ナー等に来設いただき合
同避難・誘導訓練に参加
いただくことで非常災害
時の協力体制整備を行
う。

12ヵ月

3 9
利用者の思いを把握し
日々のケアに活かせ

る。

モニタリングシートに
利用者の訴えを残し、
それをケアプランの意
向の欄に記載する。利
用者の意向に添ったケ

アを行う。

６ヵ月

4 49
職員だけでなく、利用
者家族の力も借りて利

用者を支援する

家族の面会時に協力を得
ながら利用者の希望に
そった外出を支援する。
地域の催事へお連れいた
だく

６ヵ月

目標達成に向けた具体的
な取組み内容

目標達成
に要する
期間

自ら思いや意向・希望を訴
えることが困難な状態に
なった時に活かせるように
利用開始後に把握できた利
用者の思いや意向・希望な
ども記録として残していく
必要がある。

　一人ひとりのその日の希
望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めてい
る。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけ
られるよう支援している

（別紙２）

現状における問題点、課題

施設サービス計画書の短期
目標の中から重点項目を抽
出し、計画作成担当者がモ
ニタリングを実施してい
る。

併設の特別養護老人ホーム
と合同で定期的、計画的に
年２回昼夜想定の避難・誘
導訓練を行っている。年２
回の訓練のうち１回は消防
署立会のもと、避難・誘導
等の助言を受けている。ま
た、出火場所想定の訓練や
離接時の対応も事業所独自
で行っている。利用者の状
態の変化に伴い避難場所・
方法を検討する必要を感じ
ている。非常災害時の地域
との協力体制の整備には
至っていない。備品の準備
や備蓄を行っている。

優
先
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5 49
全ての利用者が一日を
その人らしく過ごす

モーニングケア、ナイ
トケア、入浴等一対一
になり寄り添うケアが
出来る時に細部まで観
察し、現状を把握する

６ヵ月

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

一人ひとりの一日の過ごし
方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている


